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Abtrcat 


It has already been experimentally confirmed by many investigators that schistosoma 
miracidia hatched out in the water and invaded into the oncomelania snails through 
their body surface and developed up to cercaria in the snail tissues within about eleven 
weeks. Oncomelania snail is, however, ordinarily a kind of land-inhabiting snails 
which spend great part of their life time on the ground. Therefore, attack of 
schistosoma miracidia to the snail may be limited in an exclusive oppotunity of being 
submerged in the water by raining or irrigation. Miyagawa (1916) and Suzuki (1913) 
described an evidence that hatching process of schistosoma egg was inhibited in fecal 
substances of the host. There is no any reason to deny a possibility that the snail 
contact with unhatched schistosoma eggs on the ground in natural world. The 
author attempt an experiment to give orally Schistosoma japonicum eggs to the snail, 
Oncomelania nosophora, Yamanashi strain, and to follow up its migration and development 
in the snail tissues. 

First of all in this study, viability and hatchability of the eggs were tested under 
various conditions of media in which the eggs were incubated. As the results, it was 
demonstrated that distilled water of pH 7.6 was the most ideal medium for hatching 
of the eggs, but saline and succarose solution were not suitable for maintaining of the 
viability. On the other hand, the author pointed out an important and interesting 


fact that S. japonicum eggs placed on an agar plate which was kept in high moisture 
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and constant temperature of 27°C to 29°C did not hatch throughout the period of ten days 
investigation and most of them could suvive for long time at least three days. 

The snails and eggs containing mature miracidia were placed together on the agar 
plate mentioned above for 15 minutes to 2 hours to bring them into contact each other. 
After this procedure the snails were isolated on filter paper disk and fed with rice 
powder. Number of the eggs remaining on the agar plate were counted. The snails were 
killed and histologically examined at designated intervals after the infection. The eggs 
were found to reduce in number which varied from seven to eighteen eggs per snail. 

In the histological examination of the snail, the eggs were first detected in the 
esophagus and stomach shortly after ingestion and then in the intestine and rectum 
within 4 hours. 12 to 48 hours the empty egg shell and hatched miracidia were found, 
some of which were going to penetrate into the wall of digestive canal or submucous 
connective tissues. Other miracidia were found, furthermore, to migrate into the liver, 
kidney and uterine. These invasion of miracidia produced sometimes infiltration of a 
small lymphocyte like cell and amoebocyte, and granuloma bilding around degenerated 
miracidia in the snail tissues. However, the author has never found any other larval 
forms of further developed stages, such as typical sporocyte and cercaria during the 


period of observation over 11 weeks. 


緒 


日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 と な る Oncomelania 属 の 
具 類 に つい て は その 習性 , 住 血 吸虫 の 感染 経路 , 発育 
過程 な ど 多数 の 研究 が 行わ れ , 宮入 ・ 鈴 木 913), 
宮川 (1916), Faust & Meleney(1924), 太田 (1959), 
長崎 (19600, その 他 詳 し い 報 告 が ある . 

その 結果 を みれ ば 宮入 具 へ の 日 本 住 血 吸虫 の 感染 は 
水中 に て 鍋 化 し た ミラ ジウ ム が 具体 表面 か ら 侵入 し , 
組 識 内 を 移行 し て 約 70 日 で セル カリ ア を 完成 する こと 
が 明らか に され て いる . 

自然 界 に 於 いて も 感染 動物 の 工 合 と 共に 排 注 さ れ た 
虫 卵 が 水中 に 流さ れ , 或 は 降雨 , 冠水 な ど に よっ て 明 
化し , 宮入 具 へ の 感染 の 機会 と な る こと は 議論 の 余地 
は な い が , 宮入 具 Oncomelania nosophora は 陸 棲 
の 習性 が 強く , 生涯 を 通じ て 陸上 に て 生活 する 時 間 が , 
水中 に お る 時 間 よ り も むし ろ 長 いと 考え られ る . 伊藤 

(1956), 杉浦 (1951), 宮川 1912) 等 の 研究 に よる 
と , 日 本 住 血 吸虫 卵 CLP ARI LRT) は 糞便 の 中 


実 R 


| 諸 種 条件 下 に 訟 ける 日 虫 卵 の 生存 と 敵 化 能力 . 
実験 材料 と 方 法 
実験 に 用 いた 日 虫 卵 は 久留 米 市 筑後 川治 湖 の 感染 地 


で は その 英 化 が 抑制 され る こと が 報じ られ て いる が , 
自然 界 の 一 定 の 条件 下 の も と で は 陸上 に 放置 され た 貝 
PEET, 生き の び て 宮 入内 と 遭遇 する 可能 性 も 
否定 出来 な い . 

日 虫 卵 の 負 化 に 及ぼ す 条 件 に つい て は 宮川 (1912, 
1921), Faust & Meleney (1924), Magath & 
Mathieson(1946), Maldonado & Matienzo (1948), 
Ingalls et al (1949), 杉浦 (1951), 伊藤 (1954), 
岡本 (1962), その 他 多 く の 研 究 者 の 観察 が か ある. T 
れ に よる と 光 , 酸素 , 水素 イオ ン 濃 度 , 温度 或 は 遠心 
等 器械 的 操作 に よっ て , 日 虫 卵 の 解 化 が 促進 され る こ 
と を 述べ て いる . 

著者 は 別 の 観点 か ら 色 々 の 条件 が 日 虫 卵 の 生存 と 盤 
化 に 及ぼ ば す 影 響 を 観察 し , 遇 化し な い 貝 卵 を 経口 的 に 
宮入 具 に 与え , 具体 内 で の 移行 , 発育 及び 具体 に 起 る 
組織 反応 を 追 完 し た . 


成績 


区 で 採集 し た 成熟 感染 内 を 圧潰 し て 得 た セル カリ ア 約 
1,000 隻 を Skg 内 外 の 家 束 数 尾 に 感染 させ , その 肝臓 
及び 小腸 か ら Trypsin 消化 法 に よっ て 分 離し た 虫 卵 
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T, 卵殻 内 に 活発 に 運動 する ミラ ンジ ウム を 含む 成熟 
卵 で ある . 

虫 卵 の 生存 や 肖 化 能力 を みみ る た め に 用 いた medium 
RAK, 食塩 水 , BAK, 宮入 上 只 抽 出 液 と 1.5 必 の 実 
RECHA. 蒸留 水 に あっ て は 焼 酸 緩 衛 液 及び Tris 
MARIN CT pH を 5.4 か ら 8.8 まで に 調整 し た も の 
に つい て pH の 影響 を 観察 し た . 食塩 水 及 び ブ ドー 糖 
液 は 上 記 pH 7.6 の 蒸留 水 で それ ぞ れ の 濃度 の 溶液 
を 作製 し た . 

宮入 具 抽 出 液 は 具体 50 個 体 を 乳鉢 で すり 潰し それ に 
LEO pH7.6 蒸留 水 に て 抽出 , 30 分 3.000rpm で 
遠心 , ザイ ツ の 演 紙 に て 濾過 し た も の を 原液 と し , 2 
倍 , 3 倍 液 を 作製 し た . 

観察 の 方 法 と し て は 27mm x76mm の スラ イド グ 
ラス の 上 に 直径 15mm, 高き 13mm OFF AAS 
接着 し た 特殊 シン ヤー レ を 作る . この 中 に 各 medium 
を 入れ , 1 個 に つき 日 虫 卵 100 個 -374 個 を 投入 , To 
キ グ ラ ス を 密着 させ て 蓋 を する . これ を 27 て て 29 て の 
HEIN aC RC 4 時 間 毎 に 48 時 間 ま で 虫 卵 の 鮮 化 の 進 
みか た を 観察 し た . 次 いで これ を pH7.6 の 蒸留 水 に 
移し て 24 時 間 以 内 に 新しく 難 化 し て 来る 躍 卵 を 算定 , 
medium の 虫 卵 の 生死 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た . 

寒天 平板 を 用 いた 実験 で は 直径 90mm の 著 付 シャ 
ー レ の 中 に 厚 さ 10mm と な る 様 に 1.5 多 の 寒天 を 敷 
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き , 周辺 を 囲 続 し て 深き 5mm の 港 を 作り , 少量 の 水 
を そそ ぐ . 寒天 板 の 中 央 部 に 日 虫 卵 100~-400 個 を 置き , 
蓋 を し て シヤ ー レ 内 で の 湿度 を 保ち な が ら 1 日 間 か ら 
10 日 間 虫 卵 の 身 化 及び 生死 を 観察 し た . 


k & 

1 ) 蒸留 水中 の 日 虫 卵 の 生存 と 山 化 能力 

27C て >29 て の 恒 温 の も ゃ と に 先ず pH8.8, 7.6, 6.8, 
5.4 の 各 異 な っ た 水素 イオ ン 濃度 の 蒸留 水 の 中 で の 日 
昌 卵 の 航 化 経過 を 経時 的 に 48 時 間 観 察 を し た . その 成 
ul Table 1 に 示し て ある が , 日 虫 卵 の 艇 化 率 は pH 
1.6 の 条件 下 で 最も 成績 が よく , 24 時 間 で 27.6 多 , 48 
時 間 で 83.0 迷 が 凝 化 し て いる . 12 時 間 か ら 24 時 間 以内 
に 敵 化 する も の が 最も 多い . pH 6.8 で は 各々 24 時 間 
72.8%, ASIFTHIT7.6%, で 大 差 は な い が , 水素 イオ ン 
濃度 が これ より 酸性 或いは アル ヵ リ 性 側 に 傾く と 影響 
が あら われ , 磐 化 率 が 低下 する . こと に pH8.8 DR 
留 水 中 で の 和 句 化 率 は 24 時 間 で 22.4 多 , 48 時 間 で も 295.4 
で 強く 抑制 され て いる . MED LA DA RIOR 
化 に 至 適 の pH は 概ね 7.6—6.8 附近 に ある こと が 
わか る . pH 7.6 の 蒸留 水中 で は 72 時 間 保 存する と そ 
OWHMUIZ86.525 3 TERTA. 夫々 の pH の も と で 
48 時 間 ま で 観察 し て 映 化 し な いで 残っ た 虫 卵 を 下 適 と 
思わ れる pH7.6 の 蒸留 水 に うつ し 更に 24 時 間 追 完 す 


Table 1 一 4 Hatchibility and viability of S, japonicum eggs in various conditions of media 
Table 1. Distilled water of various potential of hydrogen (Temp. 27°C—29°C) 


pH 8.8 7.6 | 6.8 5.4 
No. of eggs examined | 366 313 | 354 374 
| 
Hrs. of incubation Number of hatch (%) 
4 | 9( 2.4) 9( 2.8) 18( 5.0) | 18C 4.0) 
8 18( 4.9) | 19 6.0) 339.3) | 22( 5.8) 
12 | 31 8.4) 53(16.9) 62(17.8) 39(10.4) 
16 | 45(12.2) | 117(37.3) 118(33.3) 87(23.2) 
20 | 69(18.8) 186(59.4) 197(55.6) | 176(47.0) 
24 ! 82(22.4) 243(77.6) 258(72.8) 235(62.8) 
48 93(25.5) 260(83.0) 29512 6) 4 244(68.2) 
| | 
Removed into distilled water (pH 7.6) 
72 | | 186(42.6) 211(86.5) |  305(86.1) | 283(78.6) 
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る と 合計 722 時間 を 通し て の 忠 卵 解 化 率 は pH6.8 で は 
86,1 に 達し , pH7.6 の も の と 大 差 が な く , pH5.4 で 
も 75.625 € CRETSA, pH8.8 に 48 時 間 保存 し た 
も の は わずか に 42.6 錠 で 極め て 低 率 で ある . アル カ 
り 性 溶液 の 中 で は 躍 卵 の 舟 化 能力 は 強く 抑制 され , 48 
時 間 そ の 中 に 置か れる と 半数 以上 の も の が 鋼 化 能力 を 
失う こと が 宮 わ れる . 


2 ) 食塩 濃度 の 日 虫 卵 の 生存 と 映 化 能力 に 及 人 ほす 影 
5 

次 に 0.2, 0.4, 0.8, 1.0, 1.82 0X: « S& o KR 
水溶 液 を 作り , その 中 で の 日 虫 卵 の 生存 と 和解 化 経過 を 
観察 し た . pH は 7.6 に 調整 し た . 

その 成績 を みる と Table 2 に 示す 様 に 同時 に 行っ た 
燕 汐 水 対照 群 と 比較 し て 低 濃 度 で あっ て も 食塩 水中 で 
は 貝 卵 の 名 化 は 影響 え し うけ る . RAC 4B A OPE 
率 を 取上げ て みる と , 0.2% Clk 62.9%, 0.4% Clk 
52.3%, 0.8% 10.5% CHS. 1.2%, 1.8 久 で は 夫 
々 わずか に 4.5 多 , 3.3 多 が 昧 化し た に 過ぎ ず , は と ん 
ど 完 全 に 抑制 を され て いる . 0.2%, 0.4 欠 の 低 濃度 の 
食塩 水 の 中 で も 12 時 間 後 の 負 化 率 の 延び が 悪く , 溶液 
中 に 長く 置か れる 程 その 影響 が あら われ て 来る よう に 
思わ れる . 48 時 間食 塩水 中 に 保存 し た 後 , pH7.6 の 
燕 溜 水 に 移し た 後 24 時 間 の 骨 化 の 状況 を みる と , 0.2 
食塩 水 の 場合 は 総数 の 77.4%, 0.4% C72.8%, 0.8 
25C10.125 29846 LC350,. この 濃度 で は 淫 化 能力 を 
維持 し て いる が , 1.2 以 上 の 高 張 食 塩水 に な る と , 
JC Ee LC 5 FEHUSEO REO 23 5 <, KETO BIDS 


Table 2. Saline solution 


x 


紀 


PEERED RAS CEA CHS. 


3) BROS 

2 多 か ら 10 を の ブ ド ッ 糖 液 を 用 いて 同様 の 実験 を 行 
otc. 成績 は Table 3 に 揚げ て ある が 同様 に 行っ た 
蒸溜 水 対照 群 と 比べ て きわ め て 著 明 な 影響 が み ら れ る 
48 時 間 ま で の 般 化 率 は 2 253836 C31.625, 4 257€11.7 
25, BZT 4.495, 8 以上 に な る と 鋼 化 が み ら れ な 
V. 6 劉 の 溶液 を みる と 最初 の 16 時 間 ま で は きわ め て 
低 率 生 ら 鋼 化 が み ら れ る が , その 後 新しく 鋼 化 する 由 
卵 は 見 当ら な い . 各 和 群 を 48 時 間 後 pH7.6 の 水 に 移し 
て る も 2 で 半数 以上 が 般 化 せ ず 高 濃度 で は ほとん どす 
べ て の 貝 政 が 死滅 する も の と 思わ れる . 


4) 宮入 具 組 織 抽 出 液 の 影響 

宮入 貞 の 組織 を 磨 砕 し , 1 x, 2x, 3 xX OPK 
抽出 液 を 作り , 同様 日 虫 卵 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た . 
その 成績 は Table 4 に 示す ょ よう ら に 48 時 間 ま で の 成績 
を みる と , XAWMEEH67.622, 63.0%, 76.0% CH 
照 蒸溜 水 に 比べ る と 和 精々 劣る が , 48 時 間 浸 漬 後 水 に 2 
od EK 0650 MCGL, 虫 卵 に 障 得 的 に 働く 傾 
向 は み ら れ な い . 注目 すべ きこ と は 抽出 液 の 濃度 に 関 
係 な く 浸 潰 後 , 早い 時 間 例え ば 4 時 間 で 18.4 て 22.9 多 , 
8 時 間 で 26.2>42.0, 12 時 間 で 36.4 て 43.7%, 16 時 
FAC42.3~47. 2% CRAE ADH, その 率 は あき ら か 
に 対照 群 の それ を 凌 鍋 し て いる . 

具 抽 出 液 に よっ て 中 卵 の 鋼 化 は 促進 され る 傾向 が み 
られ る . 


(pH 7.6, Temp. 27C-29C) 


nana 


| 
Concent, of NaCl Dist. water 0.2% 0.4% 0.8% 1.2% 1.8% 
No. of eggs examined 194 151 151 171 263 2 38 
Hrs. of incubation Number of hatched (22) 
4 9C 4.5) 4C 2.6) 4C 2.6) 0C 0.0) 00.0) 0(0.0) 
8 | 200.3) 9C 5.9) 8 (5.2) 0C 0.0) 0(0.0) 000.0) 
12 34(17.5) 22(14.5) 15C 9.9) 8C 4.6) 200.7) 2(0.8) 
16 56(28.8) 3291.12 29(19.2) 13( 7.6) 3(1.1) 3(1.2) 
20 104(54.6) 55(36.4) 47(31.1) 14( 8.1) 51.9) 3.2) 
24 157(80.9) 90(59.6) 72(47.6) 17( 9.9) 6(2.2) 5(2.1) 
48 164(84.3) 95(62.9) 77(52.3) 18(10.5) 124.5) | 8(3.3) 
Removed into distilled water (pH 7.6) 
12 168(86.5) 117(77.4) 110072.8) 121(70.7) 66(25.0) 63(26.4) 
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Table 3. Succarose solution — (pH7.6, Temp. 27°C-29°C) 


| ETT 
Concent. of succarose | Dist. water | 2% 495 | 625 | 825 10% 
No. of eggs examined | 100 M2 | 18 16 | 124 | 127 
| | | 
Hrs. of incubation Number of hatched (%) 
4 O KLOS AD 864D | 30.9) 0CO.0) | 00.0) 
8 11(11.0) | CLD 705.9) | 4(2.8) 0(0.0) | | 0(0.0) 
12 l 9x29): ICTs 53.2 | 303.2) |  0(0.00 | 0CO.0) 
16 | 37(37.0) | 19(13.3) 319010. 13 6(3.8) . 0(0.0) 0(0.0) 
20 61(61.0) 29(20.4) | 1500.9 |  6(3.8 0(0.0) 0(0.0) 
24 81(81.0) 40(28.1) | 18(16.1) 6(3.8) 0(0.0) 0(0.0) 
48 83(83.0) 45(31.6) 2107.7) | 7(4.4) 0(0.0) 0(0.0) 
Removed into distilled water (pH 7.6) 
72 | 85(85.0) | 67(47.1) | 39(33.0) 33(21.1) 8(6.4) 6(4.7) 


Table 4. Extract of the snail, O.nosophora (pH 7.6, Temp. 27°C-29°C) 


Concent. of snail extract Dist. water | 3x | 2x | 1x 

No. of eggs examined | 224 | 217 。 192 | 176 

Hrs. of incubation Number of hatched (22) 
4 | 10( 4.4) | 40(18.4) 44(22.9) | 37(21.0) 
8 | 21( 9.3) 2 57(26.2) 61(31.7) 74( 42.0) 
12 39(17.4) | 85(39.1) 70(36.4) 77(43.7) 
16 65(29.0) 92(42.3) 85(45.2) 85(47.2) 
20 129(57.8) 120(55.2) 100(52.0) 104(59.0) 
24 186(83.0) 160(73.7) 115(59.8) | . 113(64.2) 
48 193(86.1) | 165(76.0) 121(63.0) 」 119(67.6) 


Removed into distilled water (pH 7.6) 


J 198(88.3) | 18987.0) | 14977.6) 140(79.8) 

5 ) RRMRLTOARMOBMLLEF 83.4% MEL, (Ub EZKALA ub D EXE» 

AE KA 109182» 5125180 H RINA 27*C-—29?CV- な い . 4H ADL OCS MHLE. 64 Io C$ 
保存 , 著 を し て 整 燥 を 防ぎ な が ら 躍 卵 の 運命 を 観察 し た . が , 8 日 目 は その 率 が 減少 し 32.2 を と な り そ の 後 次 第 
Table5 は 寒天 板 上 で の 日 虫 卵 の 鋼 化 と その 生存 日 数 に 鋼 化 する も の が 減少 し て 10 日 目 保存 の も の で は ミラ 
を みた も の で ある が , 表 に 示す よう に , 10 日 問 観察 し ンジ ウム の 流出 は み ら れ ず , Yom LI 
て る も 虫 卵 の 弟 化 は み ら れ な い , 次 に 寒天 上 に 1 日 間 か も の と 思わ れる . この よう に 寒天 板 上 で は 日 虫 卵 は 完 
ら 10 日 間 保存 し た 各 群 を 夫々 pH7.6 の 水 に うつ し , AICHE LDH Sa, し か も 般 化 能力 を も つ 生 きた 由 
24 時 間 内 の 弟 化 の 状況 を みる と , 1 日間 保存 し た も の 卵 を 少く と も 3 日 間 は 維持 で きる こと が 明か と な っ た . 


で は 124 個 中 101 個 81.4%, 2 日 目 は 115 個 中 96 個 , 
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Table 5. Survival of S.japonicum eggs on agar plate 


(pH 7.6, Temp. 27?C-29?C) 


Days of incubation | 1 2 
No. of eggs examined 124 115 
No. of hatched on the 0 0 
agar Dlate 
No. of hatched after 101 96 
removed to water 
26 81.4 83.4 376.1 


| 日 虫 卵 を 経口 的 に 宮入 具 に 与え た 実験 

実験 方 法 : 

前 記 湿 室 中 に 敷い た 寒天 平板 の 上 に 日 虫 卵 と 共に 1 
個体 か ら 5 個体 の 宮入 具 O. nosophora を 置き , 一 定 
時 間接 触 き せ た 後 , 減少 し た 虫 卵 数 を 算定 した. 

宮入 内 は 山梨 県 甘 崎 市 近郊 の 自然 棲息 地 で 探 集 し た 
約 3,000 個 の 具 の うち その 約 半 数 を 圧 漬 し て 日 本 住 血 
吸虫 に 感染 し て いな いこ と を 確認 し た 残り の 中 及び , 
これ を 実験 室内 に て 飼育 し て , 稚 具 か ら 育 て た 未 感染 
具 を 用 いた . 

宮入 具 と 貝 卵 と の 一 定時 間 の 接触 の の も 各 実 験 群 毎 
に 濾紙 を 敷い た 他 の 大 型 シ ャ ー レ に うつ し , 水 と ギル 
バー ラ ィ ス を 与え て 飼育 し た . 飼育 液 及 び 濾 紙上 に 残 
され た 上 只 の 排 港 物 虫 に 虫 卵 の 有無 を 調べ た . 宮入 具 は 
接触 直後 か ら 77 日 間 に わ た り 各 和 群 毎 に 経時 的 に 10 ホ 
ル マ リ ン で 固定 し て 殺し , 具体 の 8 の 厚 さ の 連続 組 
織 切 片 を 作 制 し て 具体 内 で の 躍 卵 の 運命 , 移行 経路 , 
発育 の 過程 を 追 趣 する と 同時 に 内 組織 の 病変 を 観察 し 
た . この 場合 ホル マリ ン 固 定 を 行なっ た 具体 を 5 YO 
塩酸 の 中 で 20~30mA の 直流 電流 を 約 1 分 間 流し 脱 灰 
を 行なう と 容易 に 具 殻 を 除く こと が 出来 る . 

組織 切 尋 は ヘマ トキ シリ ン , エ オ ジン , BAYERO 
PAS 染色 を 行なっ た . 


成績 


1 ) 宮入 貝 の 虫 卵 摂取 状況 

宮入 具 と 貝 卵 を 同時 に 寒天 平板 に 置い た 場合 具 が 目 
卵 を 経口 的 に 摂取 する か 否 か を 観察 し た . 

虫 卵 と 宮入 上 内 と の 接触 時 間 を 15 分 か ら 180 分 , 1 つ 
の シャ ー レ 当り の 虫 卵 数 20--18 個 , 内 数 を 1 ~ 4 個体 
ELT, 各々 の 組合 せ で 合計 19 回 の 実験 を 行っ た . 結 
RIL Table 6 に 示す 通り で ある . 各々 の 実験 群 に ょ 


っ て 接触 させ た 貝 数 は 異 る が 虫 卵 の 18.0 か ら 87.5 
の 減少 が み ら れ , 明か に 寒天 の 上 で 宮入 具 が , HME 
し な い 貝 卵 を 好 ん で 直接 捕 喰 す る 習性 が ある こと が 説 
め ら れる . 最初 お か れ た 虫 卵 数 の 多少 に も か か わら ず 
A 1 個 当 り 捕 喰 し た と 思わ れる 貝 卵 数 は 4 個 か ら 最 高 
18 個 と な る . 


これ を 接触 時 間 と の 関係 か ら み る と , BAR 2 個体 
を 82 個 の 貝 卵 と 15 分 間接 触 さ せ た 第 1 群 で も 合計 14 個 , 
R 1 個体 当り 7 個 の 減少 が み ら れ , 比較 的 短 時 間 内 に 
捕 喰 が 行わ れ て いる . 30 分 群 で 具 1 個体 当り 平均 11 .8 
個 , 60 分 で 11.6 個 , 90 分 で 11.2 個 , 120 分 で 12.7 個 
が 減少 し て いる . 個々 に みる と 第 9 群 , 第 17 群 で 具 1 
個体 当り 18 の 虫 卵 の 減少 が み ら れ , 最大 値 を 示し て 
いる が 上 内 が 捕 喰 する 貝 卵 の 数 は 躍 卵 の 数 と 接触 時 間 を 
増 せ ば 無限 に 増加 する の で は な く , 接触 時 間 120 分 以 
内 で は 概ね 20 個 以内 が 限度 で あっ て , 接触 時 間 の 長短 
で は あま り 大 き な 差 は 見 られ な い . し か し 第 4, SH 
の よう に 具 が 1 個体 の 場 会 に は 虫 卵 の 減少 が 少 い . = 
れ に 比べ て 2 個体 以上 の 方 が 能率 が よい よう に 思わ れ 
る . これ は 内 が 貝 卵 と 出 あう 機会 の 問題 と 思わ れる . 
全体 と し て な が め る と 上 只 の 躍 卵 捕 喰 は 具 個 体 数 を 2 個 
以上 と し て 60 分 以上 接触 させ た 場合 に 最も 安定 し た 成 
績 が 得 ら れ て いる . この 場合 虫 卵 数 は 多い の が 良い こ 
と は 勿論 で ある が , 少く と も 只 1 個 当 り 30 個 以上 を 用 
いる こと か が 必要 で あろ うら . 


2 ) 具体 内 で の 日 虫 卵 の 移行 と 発育 


前 実験 の 結果 に も と づき 一 つの 寒天 平板 上 で 2 個体 
づつ の 宮入 内 を 52 個 前 後 の 日 虫 卵 と 120 分 接触 させ た 
10 個 体 を 1 群 と し て , 9 群 に わけ , 夫々 接触 直後 か ら 
77 日 まで , 経口 的 に 摂取 され た 日 虫 卵 の 具体 内 で の 態 
E, 移行 及び 発育 を 観察 し た . 


日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 , 宮入 具 へ の 感染 経路 に 関す る 研究 227 


Table 6 Reduction in the number of S, japonicum eggs 
after contact to snail on agar plate 


(pH 7.6, Temp. 27°C-29°C) 


| | : | 
No. of exp. | Period of contact. | No. of eggs m of snails E of per snail 
1 15min 52 2 14 7 7 
2 30 | 52 2 22 11 11.8 
3 30 84 4 49 12.2 
4 60 20 1 9 9 
5 60 23 1 8 8 11.6 
6 | 60 52 2 26 13 
7 60 | 150 2 21 13.5 
8 90 24 2 9 4.5 11.2 
9 90 52 2 36 18 
10 120 41 2 29 14.5 
11 120 | 80 2 30 15 
12 | 120 80 5 70 14 
13 120 80 5 65 13 
14 120 80 5 53 10.6 12.1 
15 120 41 5 30 6 
16 120 100 5 72 14.4 
17 120 52 2 36 18 
18 120 65 2 27 13.5 
19 150 | 8 2 15 | 78 7.8 


結果 は Table 7 に 示す 通り で ある . 

第 1 群 : 接触 直後 の 10 個 体 で , 寒 天 板 上 の 合計 120 個 
の 中 卵 が 捕 喰 され た も の と 思わ れる . 10 個 体 の うち 標 
本 上 で 8 個体 に 合計 21 個 の 虫 卵 が 発見 され た . 貝 卵 の 
発見 され た 部 位 を みる と , 5 個体 で は 食道 に , 1 個体 
で は 胃 に , 2 個体 で は 食道 と 胃 に また が っ て 躍 卵 が み 
られ た だ た. 他 の 2 個体 で は 発見 され て いな い . mm 


食道 で 18 個 , 胃 3 個 で 大 部 分 は 食道 で 発見 され て いる . 


虫 卵 の 形態 は 捕 喰 前 の それ と 変わ りな くま た 解 化 は 起 
っ て いな い . 

第 2 群 : 30 分 後 の 10 個 体 の 標本 で は 合計 7 個体 に 15 
個 の 虫 卵 が 発見 され , 貝 卵 の 大 部 分 の 14 個 は 胃 で , E 
DO 1 個 が 食道 に と ど ま っ て いる . 日 虫 卵 は 捕 喰 きれ 
て 30 分 経過 する と 大 部 分 が 胃 迄 下降 する . 発見 され た 
是 卵 は いづ れ も 卵 殻 は 正常 に 保 た れ 変形 も な い . MA 
の 胃 璧 に も 病 的 所 見 は み ら れ な い . 

第 3 群 : 60 分 の 標本 で は 虫 卵 が 胃 で 発見 され た も の 
7 個体 12 個 , 胃 と 小腸 に 発見 され た も の 夫々 1 個体, 
合計 8 個体 に 14 個 の 虫 學 が 認め られ た . 虫 卵 は 30 分 迄 


は 大 部 分 は 胃 に と ど ま る が , 一 部 小腸 に 移行 する も の 
が 出 て 来る . 虫 卵 に は 変化 が な い . (Fig. 2) 

第 4 群 : 120 分 後 の 標 本 で は 申 卵 が 胃 に 残っ て いる 
も の 3 個体 , 小腸 に 達する も の 8 個体 , 胃 と 小腸 に ま 
た が る も の が 1 個体 で , 合計 9 個体 に 虫 卵 が 発見 され 
て いる . 貝 卵 の 数 は 総数 17 個 で , その うち 12 個 は 小 糧 , 
H 5 個 で 大 部 分 が 小腸 に 移行 し て いる . 胃 で 発見 され 
る 虫 卵 に は 異常 は 認 み られ な い が , 小腸 に 移行 し た 中 
卵 の うち に は 卵殻 の 膨 化 , 凹み や 圧迫 され た 形 な ど 北 
分 の 卵殻 に 変化 が み ら れ る も の が ある が , mp o 
ミラ ンジ ウム に は 変性 は 起 っ て いな い 、. 

第 5 群 : 4 時 間 の 標本 で は 8 個体 の 具 に 躍 卵 が 発見 
され て いる が , 胃 と 小腸 に また が る も の が 2 個体 , 胃 , 
小腸 , 直腸 に ある も の が 1 個体 , 他 の 518 cui 
の み で 発見 され て いる . 虫 卵 数 か らち みる と . 胃 5 個 , 
小腸 6 個 , 直腸 が 10 個 で , 次 第 に 消化 管 を 下降 し , E 
腸 に 移行 し て 行く 像 が み ら れ る . 1 個体 の 内 で 最も 多 
数 の 虫 卵 が みとめ られ だ た も の は 6 個 で ある . 忠 卵 は 一 
部 で 卵殻 の 変化 の み ら れ る も の も ある が 舟 化 し た 忠 卵 
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Table 7 Migration and development of Schistosoma japonicum eggs in snail host, 
Oncomelania. noso phora 


No. of 


: | | No. of | Infection 
Time after : | | No. of e 
ingestion Wr NE Oesoph. Stomach | Intestine| Rectum | Others deterred ee ee 
egeogoe 
0 10 t eee | 21 8 8025 
000 | 
の らら の の の | 
30min. 10 © ©0000 15 7 70 
0o00 
S666 
60 10 14141 oo 14 8 80 
eeeos 
| 
ecce 
120 10 eco 5000 17 9 | eo 
SES6 
| 
| eee | coe 9999 
4hr. 10 | ee eee seer 21 | 8 80 
| | 
| ee Q ee | 
12 10 AAAA AAA | AA | 17 10 100 
| AA | 
| OO e O A o 
48 10 AAA AAA | AAA mitgut 17 9 90 
| AAA gland 
} 
A A AAA a2 
72 10 A A | AAA cavity JB 9 90 
À uterine 
4days A Miracidia invading into stomach wall 
14 
Infiltration of a small lymphocyte like cell and amoebocyte, 
42 and granuloma bilding around degnerated miracidia in the snail tissue 
| 17 No any other larval forms of futher developed stage, 
48 such as typical sporocyte and cercariae 
77 
Note. Q : intact egg, O : empty egg shell, A: miracidia, 
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は 確認 され て いな い . 

この 様 に 虫 卵 と の 接触 直後 か ら 4 時 間 迄 の 成績 を ろ 
る と 実験 に 使用 し た 50 個 体 の 具 の うち 40 個 体 の 消化 管 
に 日 虫 卵 が 発見 され て いる . 宮入 具 は 容易 に 日 虫 卵 を 
経口 的 に 摂取 する 習性 が ある こと が 明か で ある . 更に 
経口 的 に 摂取 され た 虫 卵 は 時 間 の 経過 こと も な っ て 上 
部 消化 管 か ら 下 隆 し 4 時 間 も す る と 直腸 に 達する こと 
が 明か と な っ た . LeU ORRIA CHINO RHEE 
み ら れ な い . (Fig. 3) 


第 6 群 : 12 時 間 の 標本 で は 10 個 体 の 具 に 貝 卵 の ほか , 


朋 化 し た ミウ シ ジ ラ ム が 消化 管内 に 発見 され た . その 
ら も 正常 の 虫 卵 の 形 の も ゃ の が 5 個 , 2901, RHEL 
た ミラ ンジ ウム が 11 隻 で ある . 空 卵 は 小腸 で , ミラ ン 
ジウ ム は いづ れ の 内 で も み ら れ る が 骨 で 4 隻 , 小腸 で 


546, 直腸 で 2 隻 が 確認 され た . ZINC S nh, 


ミラ ンジ ウゥ ム が 脱出 し た 像 が み ら れ る . ミラ ンジ ウム 
は よく 見 る と 繊毛 が あり , 消化 管 腔 内 を 移動 し て いる 
姿 で と ら え られ て いる . この 知見 か ら 経 日 的 に と られ 
た 日 虫 卵 は 具 の 消化 管 の 中 で も よく 生き の び 12 時 間 ゃ 
する と , 員 の 消化 管 の 中 で 遂 次 肌 化 し , ミラ ンジ ウム 
が 脱出 する こと が 確認 され る . 

第 7 群 : 48 時 間 の 標本 で は 9 個体 に 虫 卵 及び ミラ ジ シ 
ジウ ゥ ょ ム が み ら れ だ た. この うち まだ 上 鋼 化 し て いな い 忠 族 
は 1 個 の み で , 空 卵 が 3 個 , 他 の 13 個 は すべ て 虫 卵 を 
脱出 し た ミラ ンジ ウム で ある . 完全 な 虫 卵 1 個 は 小腸 
C, 空 卵 は 胃 と 直腸 で , ミラ ンジ ウム は 胃 , 小腸 , GE 
腸 の 各所 で 発見 され て いる (Fig.4-ー6). 興味 深い の は 
1 個 の 具 で 消化 管 外 の 中 腸 腺 に 侵入 し た ミラ ンジ ウム 
1 隻 が 認め られ た (Fig. D. この 様 に 消化 管 外 に 移 
動 し た ミラ ンジ ウム を 認め た の は 48 時 間 目 が は じ め て 
で あっ て , この ミラ ンジ ウム の 径 は 約 0.075x0.045 
mm, 繊毛 は あき ら か で な い が ミ ラン シンジ ウム 体内 で 用 
細胞 の 分 裂 が 進み つつ ある 像 が 看 取 さ れる . 捕 喰 後 48 


時 間 も す る と 殆 ん どす べ て の 中 卵 が 消化 管内 で 難 化 し , 


一 部 は 腸管 占 を つら ぬい て 消化 管 外 に 移行 する も の が 
ある こと を 示唆 し て いる . 

第 8 群 : 72 時 間 の 標本 で は 9 個体 に ミラ ンジ ウム が 
発見 され , 貝 卵 の も ゃ の は 見 当ら な い . 発見 され た 貝 体 
の 総数 は 13 個 で , その 内 訳 は 胃 部 4 個 , 小腸 6 個 , 直 
腸 1 個 の 他 砲 腔 及び 子宮 頸管 部 に 夫々 1 個 で ある が , 
その うち も 胃 で 発見 され た 2 隻 , 小腸 の 2 隻 , 直腸 の 1 
E, 消化 管 外 の 2 隻 , 計 9 隻 の ミラ ンジ ウッ ウム で は 貝 体 
内 の 細胞 分 裂 が 進み , BRE 子宮 に 発見 され た 2 Blt 
特に 発育 が 進ん で いる 様 に 思わ れる が , 完全 に スポ ョ 


チ ス ト に 達し た も の は 見 当ら な い . (Fig. 8) 


第 9 群 : 残 り 60 個 は 4 日 目 頃 か ら 次 第 に 死滅 する も 
の が あら われ , 4 日 目 に 3 個体 , 7 日 目 に 15 個 体 , 14 
日 目 に 12 個 体 , 42 日 目 更に 13 個 体 が 死滅 し , 77 日 目 に 
は 使用 し た も の を 除け ば わずか 5 個体 の 具 が 生き 残っ 
7c. 

4 日 目 に は 5 個体 の 具 に つい て 同様 の 検索 を 行っ た 
が その うら も 1 個 の 具 で 胃 の 粘膜 上 皮 内 に 侵入 移行 中 と 
思わ れる ミラ シン ジウ ム ょ を 検出 し た . その 部 に 上 皮 の 脱 
ELEH, EE 破壊 の 像 が か み ら れ る . 他 の 2 個 の 具 
Ch, PIC EH ONE KH, 脱落 が みろ られ て いる .・ 
その 他 消 化 管内 に は 虫 卵 及び は ミラ シ ジ ウ ム は 発見 さ 
れ て いな い . 7 日 目 , 14 日 目 に 夫々 2 個体 づつ を 角 し , 
同様 組織 学 的 検索 を 行っ た が , 消化 管内 で は 貝 卵 , R 
体 は 発見 され て いな い . し か し 消化 管 壁 に 虫 体 の 侵入 
し た 部 位 を 思わ せる 上 記 の 変化 が 所 々 に 見 られ る . 
(Fig. 9) 

42 日 目 の 組織 で は 以上 の 所 見 の 他 に 中 腸 腺 支持 組織 
内 に あっ た 虫 体 が 脱出 し た と 見 られ る 空洞 形成 や 組織 
の 破壊 像 が 得 ら れ た . 48 日 目 に 2 個 の 具 で 只 組 織 内 , 
中 腸 腺 内 に 変 作 し た と 思わ れる 幼 弱 スポ ロ チ ス ト の 父 
や 細胞 浸潤 , 消化 管 周辺 結合 組織 の 破壊 像 と アメ ボサ 
ィ ト の 出現 を みた . 48 日 以降 の 5 個 の 具 に つい て は 水 
中 で の セル カリ ア の 湊 出 の 有無 を 追 完 し た が , 77 日 に 
到 る も 遂に その 出現 を みる に 至ら な か っ た . (Fig. 10, 
11) 

以上 の 知見 か ら 経 口 的 に と られ た 日 虫 卵 は 具 の 消化 
管 の 中 で ほとん と 大 部 分 が 明 化 , ミラ ンジ ウム が 脱出 , 
RV CH (LEER BR UC RERANCH), 細胞 分 裂 を 
お こす が , 遂に は スポ ロ チ ス ト , セル カリ ア ま で の 発 
育 は 確認 出来 な か っ た . 


3 ) 宮入 具 の 組織 構造 と 日 本 住 血 吸虫 の 感染 に る よ 
組織 反応 

正常 具体 は 頭 部 , 頸 部 , 足 及び 内 臓 衰 よ りな り , 内 
職 衰 は 消化 器 , 循環 器 , 呼吸 器 , PRs ROI 
包含 し て いる 。 
消化 器 は 先ず 口 に 始ま り 胃 より 小腸 , 直腸 を 経て 肛 
門 に 終る . 食道 内 は 繊毛 上 皮 に 被 れ , BURNS. A 
は 可 成 り 大 き な 器 管 で 具体 の 中 央 部 で は 同心 円 の 約 
を 占め る . 後方 は 広大 な 吉 室 を 形成 し , 内 壁 は 単 層 円 
欄 細胞 で 被 わ れる . 叉 頓 室 は 円 柱 細胞 に 沿っ て 繊毛 が 
認め られ る . (NLU ERC Re OR MA 
ら 右 側 を 廻り 直腸 に 移行 する . 
/NBROEBBO AR ItBIBMEL RD bio Co 
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が , 直腸 の 起 始 部 は 繊毛 上 皮 の 下層 に 多数 の 細胞 腺 が 
あり 分 泌 題 粒 が み ら れ る . 中 腸 腺 OTIO QBER 
の 実質 臓器 で , 内 臓 組 の 最後 の ラセン 部 を 占め , mm 
胞 は 多角 柱状 の 細胞 で , 胞体 に 緑 視 色 の 色素 を 有する . 

AERO EAN B — HO SR 5, 外 奈 内 面 に 密 
BTS, その 背後 に 心臓 が か あり, 大 血管 が これ に 連 な 
る . 

外 奏 膜 の 後方 に 腎臓 が か あり, 外 祭 膜 内 腔 と 交通 し て 
WS. 腎 は 消化 管 , 生殖 器 等 の 間隙 に 入り こん だ 海綿 
状 の 腔 室 と 腎 腺 と 云わ れる 四辺 形 部 か ら な る . BAK 
面 は 空 胞 状 の 胞体 を 有する 単 層 の 般 子 状 細胞 に 被 わ れ 
側壁 か ら 支 柱状 の 構造 物 が 出 て いる . 

肝臓 の 裏面 に 卵巣 又は 精巣 が ある . 子宮 は 直腸 の 右 
側 に あり 細長 い 狭 い 内 腔 を 存 し , 内 面 は 繊毛 細胞 と 柱 
状 の 腺 細 胞 よ りな る . 

以上 は 中 本 (1923) , WE (1955) の 文献 を 参考 に 
し て 具体 切 刻 を 精査 し て 知り 得 た 所 見 で ある が , Fig. 
1 は 宮入 具 の 中 央 部 の 横断 面 で , 胃 , 小腸 内 腔 の 円 柱 
細胞 や , RELE, 中 腸 腺 , 腎 腔 その 他 の 内 部 構造 が 
よく わか る . 

日 虫 卵 を 経口 的 に 与え て 後 4 時 間 迄 の 標本 で は 消化 
管 腔 内 に 摂取 され た 日 虫 久 が その ま ょ の 形 で 認め られ 
る が , 消化 管 を は じ め 他 の 組織 に は 変化 は な い . 

ミラ ンジ ウム の 脱出 が 見 られ て いる 12 時 間 以 後 の 標 
本 で は , 胃 , 小腸 , 直腸 壁 に 円 柱 上 皮 細 胞 の 圧迫 像 , 
粘膜 の 膨 隆 が み ら れ , 膨 隆 部 直下 の 消化 管 周 辺 網状 支 
持 組 織 の 粗 雄 化 が お こっ て いる 、. 又 膨 隆 部 の 両端 に は 
具 の 組織 に は な い 小 細胞 の 浸潤 が 認め らち られる. 消化 壁 
と 円 柱 細 胞 と の 間 に 間 隙 を 生じ , 円 柱 上 皮 細 胞 は 並び 
が 乱れ 不 規則 と な り , 或 は 断裂 を 生じ , 一 部 で は 円 柱 


inj 
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細胞 の 変形 が 認め られ る も の も ある . Fig. の 様 に 
長 が 隔 凹 し 左右 の 円 柱 細胞 は 圧迫 又は 欠如 し て 外側 に 
HSS LRM COREL, 消化 管 の 一 部 と 腎臓 の 一 部 
が 連 な が っ た 部 と み ら れ る . 又 一 部 の 標本 で は 消化 管 
周辺 結合 組織 或 は リン ペ 腔 内 に リン 様 細胞 の 浸潤 を 
認め る (Fig. 10. 中 腸 腺 に ミラ ンジ ウッ ム を 認め た 48 
時 間 目 の 標本 で は 腺 細 胞 の 破壊 , 周辺 結合 組織 内 に リ 
ン 様 細胞 の 浸潤 を 認め 更に 結合 組織 自身 が 破壊 され 
空間 を 生じ た 部 も 認め られ る . (Fig. 7) 

これ 迄 の 標本 で み ら れ た ミラ ンジ ウム は まだ 上 及 細 胞 
の 分 裂 は 起 っ て いな い ( 叉 繊毛 も 明白 で な い )〉. 

夏 腔 に 達し た ミラ ンジ ウム を 認め た 72 時 間 の 具 で は 
夏 周 明 の リン パ 胞 内 に リン < 様 細胞 の 浸潤 が みとめ ら 
れる が 腎 上 皮 或 い は 腎 腺 に は 全く 変化 を 見 な い . 
(Fig. 8) 

4 日 目 の 一 つの 標本 で は 胃 壁 内 に 侵入 し た ミラ ンジ 
ウム を 認め る が , 前 述 し た 様 に 置 壁 を 被 円柱 細胞 は 
この 部 で 完全 に 断裂 し て お り , HERO VAR ORR 
合 組織 と 胃 右 と の 間 に は 細長 い リ ン <* 様 細胞 が 浸潤 , 
円 柱 上 皮 細 胞 の 列 離 が 認め られ る . (Fig. 9) 

7 日 以後 の 標本 で は 虫 体 は 認め られ て いな い が 前 記 
と 略 同様 な 組織 変化 が み ら れ る ・. 

42 日 目 の 標本 で 消化 管 周辺 網状 組織 内 に アメ ベー 様 
細胞 の 出現 と リン ペ 様 細胞 の 浸潤 を 認め た . 更に 48 日 
目 の 標 本 で 中 腸 腺 周囲 結合 組織 内 に 肉芽 腫 様 の 形成 像 
が 認め られ る . その 周辺 の 結合 織 は 増殖 し カプ セル を 
形成 し , その 周辺 に は リン ペ ぷ 様 細胞 の 浸潤 と アメ ボサ 
イト の 出現 が ある . (Fig. 11) 又 結 合 組織 の 一 部 は 粗 
LTOS., その 他 頂 度 虫 体 の 脱出 し た 様 な 空隙 が み 
られ る も の も ある . 
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著者 は 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 諸 種 条 件 下 で の 負 化 と 生存 
能力 及び 生き た 虫 卵 を 宮入 内 に 経口 的 に 与え た 場合 の 
虫 卵 の 運命 に つい て 二 , 三 の 観 察 を 行っ た . 
JpOZRBUK, 食塩 水 , FAK, 宮入 内 抽 出 液 の 中 で の 
虫 卵 の 骨 化 経過 と 生存 時 間 に つ いて 27 で て て 29 で て の 一 室 
環境 温度 の 下 で 実験 を 行っ た . COMPAS LBM 
の 遇 化 も 生存 も 蒸溜 水 で 最も 良好 で , SUO pH は 
6.8~7.6 附近 に あり その 映 化 率 は 48 時 間 で 90 多 前 後 
に 達する . が これ より 高く て も 低く て も ゃ 鋼 化 率 は 低下 
L, こと に アル カリ 側 に 傾く と 鋼 化 が 抑制 され る 傾向 
が 強く pH8.8 で 48 時 間 の 漫 潰す る と 句 化 能力 を 失い , 
死滅 する も る の が 多く な る こと が わか っ た . 


次 に 食塩 水 で は その 濃度 が 0.825 EJ ECA EON 
の 鮮 化 は か な り 強 く 抑 制 さ れる . 0.8 多 溶液 で は 48 時 
間 で の 角 化 率 は 10.5 に すぎ な い が 藻 溜 水 に も どす と 
10.7% OPEL TH 0 1.226 A ECI 5 EET SLO 
が 多く な る . Wü CRIB Tb RIBO ME (LID Sh, 
6 AZID E ZRIBOK ELT h KRDM ETE 
滅する も の と 思わ れる . BRROHLOR SZOT 
は 多く の 実験 観察 が ある が , 食塩 水 や 糖 液 の 中 で の 虫 
卵 の 磐 化 が 抑制 され る こと は 伊藤 (1955) や 岡本 (1962) 
も 報告 し て いる が , 著者 の 成績 も $ 略 これ と 一 致す る . 
し か し 単に 航 化 が 抑制 され る だ け で な く 食塩 水 . で は 
1.2960. E, 糖 液 で は 6.0 以 上 に な る と 貝 卵 は 死滅 に 
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至る ふ ゃ の と 考え られ る . 0.89 f koB8: Eu 3.3 
atm 6 多糖 液 で は 4.2atm に 相当 し , この 浸透 圧 の 上 
APBD TEL MER ERA 50rxWbhs. 

具 の 抽出 液 に つい て みる と , 各 濃 度 と も 48 時 間 , 72 
時 間 目 の 最終 の 航 化 率 は , pH7.6 の 燕 溜 水 の そ れ と 大 
差 は な い が , 早い 時 間 の 映 化 率 が 高く むしろ 保 進 さ 
れる 傾向 が み ら れ る . 

興味 が ある の は 束 燥 を 防い だ 1.5928 Kd EC B HR 
卵 を 保存 し た 実験 成績 で ある . 寒天 上 で 貝 環 の 解 化 は 
完全 に 抑制 され , 10 日 間 の 観察 で も 航 化 し た 虫 卵 は 見 
当ら な い . し か も これ を 蒸溜 水 に も ど し て みる と , 少 
く と も 3 日間 まで は その 726.1 が 映 化 し て くる . この 
様 に 日 昌 卵 は 湿度 が 保 た れ た 寒天 と 言う 特有 な 環境 に 
お か れれ ば , 了 活化 し な いで 虫 卵 の まま で 生き の びる 事 
が 可能 で ある . 

寒天 板 上 に 日 貝 卵 と 宮入 具 を 色々 の 組合 せ で 一 緒 に 
置き , 接触 の 機会 を 与え る と 各 群 と も 虫 卵 の 著 明 な る 
減少 を 来たし , 実験 具 全数 の 80 以 上 の 具体 内 に 皮 卵 
が 発見 され る . CORR OBA AILHHEL TORO 
虫 卵 を 好 ん で 捕 喰 する 習性 が ある 事 が 確 め られ た . 
具体 内 で 発見 され る 貝 卵 は 直後 は 主として 食道 に , 
30 分 ~60 分 で 胃 内 腔 , 120 分 する と 小腸 に 移行 する も 
の が 多く , 4 時間 目 に は 直腸 に 達し て いる . 12 時 間 目 
Kcu BEBO MEL, 4S CIARA C42 TOR 
BEXMEMEVOC i FY VO AOUCEASHA. 48 時 間 
か ら 72 時 間 に 発 見 され る ミラ シン ジウ ゥ ウム の 一 部 は 繊毛 を 


失い , 内 部 で の 腔 細胞 の 分 烈 が 進ん で いる も の も ある . 


大 部 分 は 消化 管内 に 発見 され る が , ある も の は 消化 管 
璧 に 侵入 中 の も の や 中 腸 腺 , 腎 腔 内 に 脱出 し た も の も 
発見 され て いる . この 時 期 に な る と 消化 管 壁 の 閣 膜 上 
皮 細 胞 の 圧迫 像 , 膨 隆 , 脱落 , 虫 道 と 思わ れる 組織 の 
断裂 , その他 ミラ ンジ ウム の 移行 に 起因 する と 思わ れ 
る 組織 の 変化 が あら われ る . 4 日 目 以後 に な る と 発見 
され る ミラ シン ジウ ム ょ の 数 が 目立っ て 少な く な る が , 組 
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著者 は 日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 宮 入 具 O.noso phora 
の 感染 経路 に 関す る 研究 の 一 端 と し て , Baud 
卵 を 宮入 具 に 経口 的 に 与え 具体 内 で の 虫 卵 の 移行 , 発 
育 を 観察 し た . 先ず 色々 の medium 日 虫 卵 の 生存 と 
PREC BRIS THE MR LEM, その 至 適 な 水 は pH 
7.6—6.8 の 蒸溜 水 で ある . アル カリ に 傾い た 蒸溜 水 , 
食塩 水 , ブ ド ー 糖 液 で は 舟 化 が 抑制 され る が , 濃度 が 
高く な る と 同時 に 虫 卵 の 生存 に 障害 的 に 作用 し , JME 


織 の 破壊 像 の 他 に , 消 化 管長 及 びそ の 下部 組織 , 中 腸 腺 , 
Ber Lic, 今 ま で 見 られ な か っ た 小型 リンパ 様 細胞 
の 浸潤 や , アメ ボサ イト の 出現 , 虫 体 の 脱落 し た と 思 
われ る 組織 の 欠損 を 中 心 と し た 内 芽 様 組織 の 形成 な ど 
一 定 の 組織 反応 が み ら れ る . TIA BORE CHR 
片上 で は 更に 発育 し た スポ ロナ チ スト や セル カリ ア の 像 
は 認め られ ず , 又 流 出 実験 で も その 出現 は み ら れ な か 
っ た . 寒天 上 で 減少 する 虫 卵 の 数 は 内 1 個 当 り 4 個 か 
ら 18 個 で ある が , 内 体内 で 見 つか る 数 は これ より 少 い . 
押 取 さ れ た 上 虫 卵 の 一 部 は 糞便 と 共に 排 湯 さ れる も の と 
思わ れる が , 飼育 液 中 の 具 の 排 浴 物 の 中 に は 発見 され 
て いな い 、. 

水中 に 漠 出 し た ミラ ンジ ウム を 用 いて 感染 実験 を 行 
っ た 太田 (0959) の 成績 で は 24 時 間 で ミラ ンジ ウム の 
礎 細胞 の 分 裂 を 認め , 6 日 目 に 全て の ミラ ンジ ウム の 
繊毛 が 消失 , 1 週間 後に は スポ ロ チ ス ト に 発育 し て い 
る . 4 週間 後に 娘 ス ポロ チ ス ト が 出来 , 更に 11 週 間 後 
に セル カリ ア 原 基 を 認め て いる . 貝 卵 を 経口 的 に 感染 
させ た 前 例 は な い が 著 者 の 得 た 知見 を 太田 の 成績 と 比 
BLT, 忠 体 の 発育 の 遅れ , スポ ロ チ ス ト 以 降 の 発育 
は 見 られ て いな い . ミ ラン ジウ ュ 侵入 後 の 具 の 組織 に 
つい て Chia-Tung (1965) の 詳し い 記 載 が ある が 著 
者 の 場合 は これ に 比べ て 組織 変化 の 範囲 や 程度 は 軽度 
CHA, この 度 の 実験 で は スポ ロ チ ス ト , セル カリ ア 
の 発育 は 得 ら れ な か っ た が 宮入 具 が 日 虫 卵 を 好 ん で 捕 
RL, BMMUEPFICHMEUL: 277242308 8:2 58 
っ て 内 の 組織 内 に 侵入 する 事 は 事実 と し て 認め な けれ 
ば な ら な い . 最近 安 維 岡 等 (1968) は 甲府 産 の 宮入 具 と 
筑後 川 の それ と の 問 に は 日 本 住 血 吸虫 感染 に 対す る 感 
受 人 性 に 相違 が あり , 前 者 が 明らか に 劣る こと を 報じ て 
WA, 著者 の 実験 は 甲府 産 の も ゃ の を 用 いて 行なっ た も 
の で ある が , 更に Strain の 異な る 宮入 具 を 用 いて 実 
験 を 行なう 必要 が 痛感 され る . 


M 


Em 


能力 を 失う . 

日 虫 卵 を 寒天 板 に 置く 事 に よっ て 貝 卵 は 舟 化 せ ず , 
少く と も 3 日 間 生 きた ま ょ ゝ 保存 する 事 が 出来 る . 

甲府 産 の 宮入 具 を 寒天 上 で 日 虫 卵 と 接触 させ る と 好 
ん で 捕 喰 する . FUMIE, A, 小腸 , 直腸 と 下降 し , 
12 時 間 頃 か ら 消 化 管内 で 鋼 化 し , 48 時 間 頃 に な る と 一 
部 は 繊 手 を 失 な っ て 消化 管 壁 , 中 腸 腺 , 腎 腔 その 他 の 
組織 に 侵入 , 腔 細胞 の 分 裂 が 見 られ る . その 後 77 日 ま 
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mo f 


CHEE LTD, スポ ロ チ ス ト , セル カリ ア に 発育 し た も の は 検出 出来 な か っ た . 


稿 を 終る に 臨み 御 指導 , IBA RS t し た 恩師 片 峰 大 助教 授 に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 


内 採集 に あたっ て 


御 協 力 戴 いた 久留 米 大 学 岡部 浩 洋 教 授 は じ め 教 室 の 諸兄 に 感謝 致し ます . 
な お 本 論文 の 要旨 は 昭和 43 年 11 月 第 21 回 南 日 本 寄生 虫 学会 支部 大 会 に 於 いて 発表 し た . 
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Fig. 1 


Fig. 1. Photomicrograph of a transveres 
section at middle part of the intact snail, 
Oncomelania nosophora; a, stomach ; b, stomach 
diverticulum ; c, cylinder epithel; d, cilia ; 
e, connective tissue ; f, lymphocavity ; g, 
intestine ; h,rectum ; i, kidney ; j, kidney 
cavity ; k, kidney gland; 1, mitgut gland; m, 
mantle ; n, ovarial duct; o, muscle; p, 
uterine; q, externa membrane ; r, pyrolus; s, 


cardia, 


Fig. 3 Fig. 5 


Fig. 2—4. Eggs and empty shell in digestive canal within 48 hours after ingestion; 


Fig.5. Miracidia and changes of intestinal wall. 
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Fig. 6 "ig. 9 


Fig. 7 Fig. 10 


Fig. 8 Fig. 11 


Fig. 6. Miracidia in stomach; Fig. 7, 8. Miracidia invading into mitgut gland and 
kidney cavity within 72 hours: Fig. 9. Miracidia going to penetrated into stomach wall 
at 4 days; Fig. 10. Infiltration of a small lymphocyte like cell and amoebocyte in 


peripheral connective tissue of stomach at 42 days; Fig. 11. Granuloma around degenerated 


miraciaia in the snail tissues at 48 days. 


